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グ
リ
ー
ン
経
営
」で
燃
費
削
減

ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
新
た
な
プ
ラ
イ
ド

■
い
ま
、再
び
地
球
環
境
を
考
え
る
③

地
球
環
境
の
保
全
に
は

循
環
型
社
会
の
構
築
が
急
務

アイドリング・ストップ運動の実施について
駐車中にアイドリングが続く場合は、一旦エンジンを止めていただくようご協力をお願いいたします。
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産
業
革
命
以
後
の
拡
大
生
産
の
副
産
物
と
し
て
、

地
球
規
模
で
取
り
組
む
べ
き
環
境
問
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い
る
。

二
酸
化
炭
素
放
出
量
の
削
減
、オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
原
因
と
さ
れ
る
フ
ロ
ン
類
の
低
減
に
続
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
の
保
護
な
ど
を
目
的
と
し
た
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
が
望
ま
れ
て
い
る
。

■
い
ま
、再
び
地
球
環
境
を
考
え
る
③

地
球
環
境
の
保
全
に
は

循
環
型
社
会
の
構
築
が
急
務

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
推
進

１
９
９
２
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た

地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト（
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連

会
議
）は
、１
８
０
カ
国
の
代
表
の
ほ
か
市
民
団
体
と

産
業
団
体
も
招
か
れ
た
。
加
え
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
市

民
の
参
加
が
、企
業
や
市
民
の
積
極
的
な
環
境
へ
の

貢
献
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、そ
の
意
義
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

首
脳
ク
ラ
ス
が
多
く
参
加
し
た
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

は
、「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

宣
言
」「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２１
」「
森
林
保
全
等
に
関
す
る
原

則
声
明
」を
採
択
し
た
。
環
境
問
題
に
関
す
る
姿
勢

を
明
ら
か
に
し
、気
候
変
動
枠
組
条
約
、生
物
多
様

性
条
約
の
署
名
も
行
わ
れ
、環
境
問
題
が
国
際
政
治

に
お
け
る
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
抑
制
の
た
め
、二
酸
化
炭

素
な
ど
の
排
出
量
を
削
減
す
る
目
標
数
値
を
明
ら

か
に
し
た
京
都
議
定
書
を
受
け
て
、化
石
燃
料
の
燃

焼
を
削
減
す
る
た
め
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

が
必
要
で
、リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
焼
却
処
分
さ
れ
る

廃
棄
物
を
減
ら
す
こ
と
の
必
要
性
も
浮
か
び
上
が

っ
た
。
企
業
は
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
姿
勢
を
明

確
に
し
、目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
国
際
社
会
で
重

要
視
さ
れ
、そ
こ
か
ら
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
た
。

９６
年
、国
際
的
な
産
業
活
動
・
製
品
に
関
す
る
基

準
を
設
け
る
国
際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）は
、環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
委
員
会
を
発
足
。Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
に
続
き
、環
境
管
理
・
監
査
に
関
連
し

た
１
４
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
を
次
々
と
発
行
し
た
。
環

境
の
保
全
・
改
善
に
貢
献
す
る
企
業
理
念
・
経
営
の

も
と
に
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
、製
品
の
環

境
負
荷
の
低
減
、廃
棄
物
削
減
、省
資
源
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
を
決
め
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

と
、環
境
負
荷
、資
源
消
費
量
、廃
棄
物
の
低
減
に

貢
献
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
も
同
様
に
、企
業
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
課
題
と
い
え
る
。

販
売
後
の
責
任
も
問
わ
れ
る

再
資
源
化
の
義
務

１
９
７
０
年
代
、
経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）は
環
境
委
員
会
を
設
置
し
、
公
害
問
題
の

対
応
を
目
的
と
し
て
、
環
境
に
つ
い
て
の
調
査
、

研
究
な
ど
を
行
い
は
じ
め
た
。
９２
年
に
は
環
境

委
員
会
を
環
境
政
策
委
員
会
に
改
編
し
、
加
盟

先
進
国
の
環
境
政
策
に
多
用
な
影
響
を
与
え

た
。
し
か
し
有
害
廃
棄
物
や
都
市
ご
み
は
減
る

こ
と
な
く
増
え
続
け
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
で
は
、

８０
年
か
ら
９７
年
の
間
に
一
人
当
た
り
の
都
市
ゴ

ミ
は
２２
％
も
増
加
し
た
。

そ
こ
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
廃
棄
物
削
減
の
た
め
に

取
り
組
ん
だ
の
が
、
拡
大
生
産
者
責
任
の
考
え

方
だ
。
使
用
済
み
製
品
の
処
理
ま
た
は
処
分
に

つ
い
て
、
生
産
者
が
財
政
的
、
物
理
的
に
あ
る
程

度
の
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
。
従
来
の
考
え

方
で
は
、
企
業
は
製
造
し
て
販
売
す
る
ま
で
の

環
境
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
が
主
な
義
務
だ
っ
た

が
、
売
っ
た
あ
と
の
製
品
に
再
資
源
化
、
廃
棄
処
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規格�

１４０００～�
１４００９�

１４０１０～�
１４０１９�

１４０２０～�
１４０２９�

１４０３０～�
１４０３９�

１４０４０～�
１４０４９�

１４０５０～�
１４０５９�

名称� 概要�

環境管理�
システム�

環境監査�

環境管理�
ラベル�

環境�
パフォーマンス�
評価�

ライフサイクル�
アセスメント�
＜LCA＞�

用語と定義�

環境管理を適用するための組織構成、権限、方法、手続き、手順および
資源を指し、企業活動全体を通じて環境負荷や影響を低減する仕組み
を構築し、環境に配慮した企業形態・経営システムを構築する。�

組織の環境方針の遵守状況を評価するために、組織の環境管理シス
テムおよび手順の達成度を体系的に文書化された形で、定期的、客観
的に評価する管理手法。�

組織の活動、製品、サービスの環境的側面に関する管理の結果を評価
する。パフォーマンスは実行、実施状況という意味。�

製品やサービスの原料採取・生産から組立加工、消費、廃棄、リサイクル
にいたる過程（製品のライフサイクル）を通じて、消費される資源・エネル
ギーおよび発生する環境負荷や影響を算定し、環境影響を評価する手法。�

環境保全を考慮した製造・生産を行ったことを示す認証（ラベル）。�

ISO１４０００シリーズで用いられている用語とその定義。�

ISO１４０００シリーズの規格・名称・概要�

理
に
い
た
る
ま
で
の
責
任
を
求
め
る
こ
と
は
、
価

格
の
上
昇
、
市
場
競
争
力
の
低
下
な
ど
が
危
惧

さ
れ
た
が
、
様
々
な
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
企
業
は

環
境
負
荷
の
少
な
い
製
品
設
計
に
資
本
を
投

入
。
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
、
ま
た
は
で
き
る
素

材
の
開
発
と
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
構

造
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
構
築
し
、
使
用
済
み
の

製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
格
段
に
向
上
さ
せ
た
。

日
本
で
も
、
循
環
型
社
会
基
本
法
を
は
じ
め
、リ

サ
イ
ク
ル
関
連
法
で
企
業
に
再
資
源
化
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。

人
類
の
課
題
と
し
て

急
浮
上
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

地
球
に
生
物
が
出
現
し
た
の
は
、
お
よ
そ
３５

億
年
前
で
、
人
類
は
１
０
０
万
年
前
に
誕
生
し

た
。
地
球
が
誕
生
し
て
４６
億
年
の
時
間
が
流
れ
、

そ
れ
を
１
日
に
置
き
換
え
る
と
、
人
類
の
誕
生

は
な
ん
と
大
晦
日
の
１２
月
３１
日
午
後
９
時
半
と

い
う
計
算
に
な
る
。
な
ん
と
も
、
地
球
規
模
で

考
え
る
と
人
類
の
生
命
は
短
い
も
の
だ
。

し
か
し
人
類
は
、
わ
ず
か
２
時
間
半
ほ
ど
で
、

１
年
と
い
う
時
間
を
過
ご
し
て
き
た
地
球
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。つ
ま

り
道
具
を
生
み
出
し
、
火
を
使
い
文
明
を
築
い

た
。
そ
の
反
面
、
地
球
が
蓄
え
て
き
た
資
源
を

わ
ず
か
な
時
間
で
費
や
し
、
環
境
破
壊
を
誘
引

し
て
し
ま
っ
た
。
木
を
切
り
倒
し
燃
や
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
資
源
の
消
費
と
環
境
の
破
壊
は
、

金
属
加
工
の
技
術
を
取
得
す
る
と
格
段
に
加
速

し
た
。

２０
世
紀
に
入
る
と
、
鉱
物
資
源
、
化
石
燃
料
の

消
費
が
加
わ
り
一
挙
に
拡
大
し
た
こ
と
は
周
知

の
事
実
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、２
０
０
０
年
の
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
消
費
量
は
、１
０
０
年
前
の
約
３

０
０
０
倍
で
、
そ
の
精
錬
に
は
膨
大
な
化
石
燃

料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
気
候
の
変
化
は
地
球
上
の
生
物
の
食
物

連
鎖
の
サ
イ
ク
ル
を
狂
わ
せ
、
地
球
全
体
の
生

態
系
の
変
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
研
究
が
進
む

に
連
れ
て
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
漁
業
や

農
業
に
ま
で
も
影
響
を
及
ぼ
し
食
料
生
産
量
が

落
ち
る
の
だ
か
ら
、
人
類
へ
の
影
響
も
計
り
知
れ

な
い
。

技
術
革
新
と
科
学
技
術
の
発
展
は
、
地
球
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
資
源
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
た
。

１
９
７
０
年
代
に
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
大
量
消
費
型
の
社
会
構
造
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
約
３０
年
過
ぎ
た
今
、
人
類
は
限
り
あ
る
資
源

を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

と
い
う
手
法
を
学
ん
だ
。
そ
れ
は
、
国
際
的
な
共

通
認
識
と
な
り
、
政
治
課
題
で
も
あ
り
、
す
べ
て

の
人
類
一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
、
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

自
然
界
を
お
手
本
に

循
環
シ
ス
テ
ム
の
５
つ
の「
Ｒ
ｅ
」

資
源
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
有
効
に
長

く
活
用
す
る
に
は
、
物
質
の
循
環
、つ
ま
り
サ
イ

ク
ル
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
自
然
は
ま
さ

に
そ
の
お
手
本
で
、
水
の
循
環
、
動
物
と
植
物
に

よ
る
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
循
環
、
さ
ら
に
現

代
の
人
間
以
外
の
動
植
物
に
よ
る
生
態
系
も
循

環
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
１８
世
紀
の
産
業
革
命

以
後
、
化
石
燃
料
を
大
量
に
消
費
す
る
よ
う
に

な
り
、
地
球
の
物
質
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
環
境
の
破

壊
に
つ
な
が
っ
た
。

人
々
の
生
活
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
生
産
活
動
を
中
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
も
か
つ
て
の
よ
う
に
環
境
の
破
壊
も
許
さ

な
い
。
双
方
に
満
足
を
求
め
て
、
地
球
の
物
質
バ

ラ
ン
ス
を
均
衡
に
保
ち
物
質
の
過
剰
利
用
を
抑

え
、
環
境
破
壊
物
質
の
削
減
や
公
害
防
止
装
置

に
よ
る
処
理
方
法
を
開
発
し
て
き
た
の
だ
。
資

源
の
枯
渇
を
目
前
に
、
一
度
使
っ
た
資
源
の
再
利

用
、
す
な
わ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
に
は
、こ
う

し
た
背
景
が
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、資
源
の
再
利
用
を
包
括
す

る
言
葉
で
、
具
体
的
に
は
、リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）、

リ
サ
イ
ク
ル（
再
資
源
化
）、リ
フ
ァ
イ
ン（
分
別
・

分
解
）、
リ
デ
ュ
ー
ス（
発
生
抑
制
、
減
量
・
減
溶

化
）、リ
コ
ン
バ
ー
ト
・
ト
ゥ
・
エ
ナ
ジ
ー（
エ
ネ
ル
ギ

ー
回
収
）の
５
Ｒ
ｅ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（出典：リサイクルのことがわかる事典／日本実業出版社）
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地球環境サミット
１９８０年代から地球の温暖化・酸性雨域の拡
大・オゾン層の破壊・海洋汚染・野生生物種の
減少など汚染被害が世界中に広がる危険性が
出てきたため、世界各国は協力して環境問題に
取り組むことになった。ストックホルムの国連人
間環境会議から２０年目の１９９２年６月に、地球環
境サミットがブラジルのリオデジャネイロで開催
された。参加１８０カ国以上の政府首脳が一堂に
会し、地球環境保全に関する国際協力について
討議した。リオ宣言、アジェンダ２１、森林原則声
明が採択され、生物多様性条約と気候変動枠組
条約が調印された。「経済発展をとるか、環境保
全をとるか」の二者択一ではなく、開発と環境保
全を両立させることが望ましいとされた。しかし実
際にはこの頃から、先進国と発展途上国の間で
「環境か、開発か」の利害が食い違い、積極的な
対策が打ち出されなくなっている。

リオ宣言
１９９２年の地球環境サミットで合意された宣言で、
持続可能な開発、公害防止の基本原則をうたっ
ている。前文と２７条からなり、「我々の家・地球
（地球村）」という認識に基づき、人間と自然の共
生や相互依存の認識、国際協調の重要性を宣
言している。

アジェンダ２１
１９９２年の地球サミットでのリオ宣言を順守・実行
するために採択された行動計画。持続可能な開発
に向けて、貿易・貧困・人口・健康などの経済社会
問題、大気・水質・森林などの資源保全の方法、
自治体・産業界・NGO・技術団体などの役割、資
金や技術の移転、国際法の整備などについて、４０
章１１５項目を費やして具体的な取り組み方を定め
ている。検証機構として、国連経済社会理事会の
下に「持続可能な開発のための委員会」が設けら
れ、１９９３年６月に初会合が開かれたが、各国間の
対立もあり、本計画の実行は前途多難である。

生物多様性条約
生態系・生物種・遺伝子のレベルで生物多様性
の保全を目的とした条約で、１９９３年１２月に発効
した。締約国は生物多様性の保全と持続的利用
のために、国家戦略の策定・重要な地域や種の
選定とモニタリング・保護地域の指定管理・生息
地内での保全・飼育栽培下での保存繁殖などを
行うとともに、多様性を脅かすおそれのある事業
については環境影響評価などを行うこととした。ま
た生物の遺伝子資源の利益は資源提供国と利
用国の間で公正で公平な分配を行うこととした。
さらにバイオテクノロジーの利用による改変生物
の安全性を確保することも合意された。

気候変動枠組条約
地球環境サミットの直前に、温室効果ガスの大
気中濃度の安定化を究極の目的とし、地球温暖
化などの気候変動を防止するための取り組みの
枠組みを定めた条約が採択され、１９９４年に発効
した。本条約では気候に危険な人為的影響を
与えることとならない水準において、大気中の温
室効果ガスの濃度を安定化させることを目標に、
①温室効果ガスの排出量・吸収量の目標を作
ること、②温暖化対策の国別計画を策定し実施
することを定めた。先進国に対しては①二酸化
炭素などの温室効果ガスの人為的な排出量を、
２０００年までに１９９０年のレベルに戻すこと、②そ
のために採用した政策・措置の詳細、および将
来の排出量・吸収量の予測などについて締約国
会議に通報し、審査を受けることを定めた。

（出典：環境用語辞典／共立出版株式会社）
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リ
ユ
ー
ス
も
、リ
サ
イ
ク
ル
も
、

人
類
が
生
み
出
し
た
智
恵

昔
か
ら
古
本
、
古
着
、
中
古
車
、
中
古
住
宅
な

ど
は
、
ま
さ
に
リ
ユ
ー
ス
だ
っ
た
。
日
常
生
活
か

ら
生
ま
れ
た
智
恵
に
も
か
か
わ
ら
ず
、１
９
８
０

年
代
の
バ
ブ
ル
期
に
は
、
新
し
い
物
へ
の
買
い
替

え
が
経
済
を
支
え
た
反
面
、
環
境
に
負
荷
を
も

た
ら
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
再
利
用
の
需
要

は
多
く
、
個
人
で
も
参
加
で
き
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
賑
わ
い
は
ブ
ー
ム
に
も
な
っ
て
い
る
。
古

着
の
人
気
も
然
り
。
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
も
な

る
と
、ま
さ
に
こ
れ
か
ら
が
ブ
ー
ム
で
、
修
理（
リ

ペ
ア
）、
改
修（
リ
フ
ォ
ー
ム
）需
要
の
高
ま
り
は

近
年
右
肩
上
が
り
だ
。

牛
乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
再
資
源

化
さ
れ
利
用
さ
れ
る
。
こ
れ
が
本
来
意
味
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
。
再
資
源
化
に
は
多
用
な
工
程
が

必
要
と
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
の
無
駄
使
い

と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
資
源
を
最
大
限
に
利

用
し
、
廃
棄
物
を
減
ら
し
長
期
的
に
環
境
負
荷

を
減
ら
す
目
的
に
沿
っ
て
い
る
。

近
年
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）と
い
う
考
え
方
は
、
製
品

の
環
境
負
荷
を
原
料
の
採
取
か
ら
、
製
造
、
廃
棄

に
い
た
る
ま
で
総
括
的
に
評
価
す
る
。
人
間
に

た
と
え
れ
ば
、
生
ま
れ
て
か
ら
成
人
す
る
ま
で

の
環
境
負
荷
を
加
味
し
て
い
た
の
に
対
し
、Ｌ
Ｃ

Ａ
は
ま
さ
に
一
生
の
環
境
負
荷
を
減
ら
そ
う
と

い
う
も
の
だ
。

リ
フ
ァ
イ
ン
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

分
け
て
こ
そ
資
源
と
な
る

再
資
源
化
は
素
材
ご
と
に
行
わ
れ
廃
棄
物
の

分
別
が
重
要
で
あ
る
。
一
般
家
庭
ゴ
ミ
で
は
、

分
別
は
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
定
着
し
つ
つ
あ

る
が
、
家
電
製
品
な
ど
に
な
る
と
、
消
費
者
が

分
別
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
の
た
め
リ

フ
ァ
イ
ン
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
回
収
さ

れ
た
電
化
製
品
を
分
解
し
素
材
ご
と
に
分
別
す

る
。
こ
こ
に
も
、
製
造
企
業
に
対
す
る
製
品
の

設
計
段
階
で
の
分
解
の
し
や
す
さ
、
素
材
の
表

記
の
明
確
さ
が
配
慮
さ
れ
、
回
収
後
の
分
解
、

分
別
の
コ
ス
ト
の
削
減
が
急
が
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

自
動
車
の
部
品
の
リ
ユ
ー
ス
、
鉄
や
非
鉄
金
属

な
ど
有
価
物
の
回
収
・
再
資
源
化
の
シ
ス
テ
ム

が
で
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
処
理
が
困
難
な
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
使
用

さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
類
、
エ
ア
バ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
お
よ
び
輸
入
業
者

に
回
収
・
再
資
源
化
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

重
量
比
で
９５
％
の
再
資
源
化
を
目
標
と
し
て

い
る
自
動
車
は
、
循
環
型
社
会
に
お
け
る
優
等

生
。
１
０
０
％
に
向
け
て
研
究
開
発
が
進
む
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

環境用語解説

（出典：リサイクルのことがわかる事典／日本実業出版社）



「グリーン経営」
で燃費削減
ドライバーにも
新たなプライド

8

1.運行前に指差し点検もドライバーすべてに定着。安全の確認・認識にも一役買っている。
2.排気ガスに含まれる黒煙を調査。日々の点検がとても重要だ。
3.燃費の向上にも役立つエンジンオイルの点検。スタッフが自ら行うことで自然と環境保全の意識が芽生えた。

2003年10月に開始された「グリーン経営認証制度」。

現在は登録事業所数が1500を超え、

トラック運送事業だけでも1300以上となった。

台神商運株式会社は認証を取得してこの夏でちょうど1年。

グリーン経営に取り組んだきっかけ、メリット、取得により

何が変わったかなどについて、お話しいただいた。

台神商運株式会社は砂糖の製
品を運ぶ。食品として安全性の
確立は怠ることができない。

台
神
商
運
株
式
会
社
が
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証

を
取
得
し
た
の
は
昨
年
8
月
。
県
内
で
は
10
番

目
の
取
得
企
業
で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、
同
業
者

か
ら
の
問
い
か
け
。
グ
リ
ー
ン
経
営
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
が
、
ま
だ
制
度
開
始
か
ら

間
が
な
く
、
詳
し
い
内
容
を
知
ら
な
い
。
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
問
い
合
わ
せ
て
説
明
会
に
参
加
し
、

取
得
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

「
当
社
の
主
な
取
引
先
は
食
品
会
社
。
グ
リ
ー

ン
経
営
に
は
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

費
用
的
に
も
グ
リ
ー
ン
経
営
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
安
全
性
優
良
事
業
所
認
証

と
い
っ
し
ょ
に
取
得
を
め
ざ
し
ま
し
た
」
と
代
表

取
締
役
の
苗
村
さ
ん
。
取
締
役
の
脇
村
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、
取
得
に
向
け
て
の
準
備
を
ス
タ
ー
ト
。

昨
年
4
月
、
環
境
保
全
推
進
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、グ
リ
ー
ン
経
営
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、
台

神
商
運
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
。エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
実
施
項
目
、
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
整
備

方
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
車
輌
状
態
別
に
環
境
に
与
え

る
影
響
な
ど
を
、
分
か
り
や
す
く
な
じ
み
や
す
い

表
現
に
し
て
、
各
ド
ラ
イ
バ
ー
に
渡
し
た
。

「
グ
リ
ー
ン
経
営
に
関
し
て
、
私
が
特
に
注
目

し
た
の
は
や
は
り
燃
費
削
減
。
社
員
に
も
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
に
よ
る
燃
費
効
果
を
具
体
的
な
数
値
を

示
し
て
説
明
し
、
理
解
を
得
ま
し
た
。
目
標
は
、

昨
年
比
燃
費
2
％
ア
ッ
プ
。
当
社
で
は
5
年
ほ
ど

前
か
ら
燃
費
削
減
を
進
め
て
い
た
た
め
、
取
得

も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
っ

と
も
体
感
に
よ
る
整
備
と
廃
棄
に
関
し
て
は
、

多
少
や
っ
か
い
で
し
た
ね
」
と
脇
村
さ
ん
。
2
度

目
の
審
査
で
認
証
を
取
得
し
、
燃
費
も
目
標
値

9

「認証取得にかかる費用の点では、グリ
ーン経営は、画期的な制度でした」と語
る代表取締役の苗村さん。

「環境保全推進委員会を立ち上げ、企業
としての指針を明確にしたことが早い認
証につながったと思います」と語る取締
役の脇村さん。

1

3 2



10

「
熊
の
棲
む
野
生
の
森
は
、�

  

自
然
の
恵
み
を
も
た
ら
す
源
で
す
」�

　
日
本
熊
森
協
会
会
長
の
森
山
ま
り
子
氏
。

実
は
２
年
前
ま
で
、兵
庫
県
の
公
立
中
学

校
教
師
で
も
あ
っ
た
。
今
か
ら
１３
年
前
の

あ
る
日
、生
徒
か
ら
見
せ
ら
れ
た
新
聞
記

事
に
衝
撃
を
受
け
た
。

　
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
環
境
破
壊
に
悲
鳴
」
と

い
う
見
出
し
で
、餌
を
求
め
人
里
に
現
れ

た
熊
が
射
殺
さ
れ
た
と
報
じ
て
い
る
。
そ

の
背
景
に
は
奥
山
に
お
け
る
環
境
破
壊
が

あ
り
、熊
が
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
と
も
伝
え
て
い
た
。こ
れ
に
大
き
な

反
応
を
示
し
た
の
が
、生
徒
た
ち
だ
。「
こ

れ
は
ク
マ
だ
け
の
問
題
じ
ゃ
な
い
。自
然
破

壊
は
僕
た
ち
の
将
来
の
問
題
」
と
、森
山

氏
も
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
熱
意
と

行
動
力
で
、ク
マ
を
守
る
活
動
を
開
始
。

そ
の
成
果
は
大
き
く
、「
兵
庫
県
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
狩
猟
禁
止
令
」
の
発
令
も
、彼
ら
の

活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
そ
の
後
１
９
９
７
年
の
春
、「
日
本
熊

森
協
会
」
を
結
成
。
当
時
の
生
徒
た
ち
は

既
に
大
学
生
。
そ
の
間
も
森
山
氏
は
一
人

で
全
国
を
回
り
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
調
べ

続
け
て
い
た
。

　
「
日
本
に
は
か
つ
て
奥
山
と
呼
ば
れ
る
、

野
生
鳥
獣
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ（
聖
域
）が

あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
お
か
げ
で
豊
か
な

森
が
守
ら
れ
、こ
こ
で
栄
養
分
た
っ
ぷ
り
の

水
が
生
ま
れ
、多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し

て
い
ま
し
た
。
奥
山
の
木
は
ブ
ナ
や
ミ
ズ

ナ
ラ
な
ど
、落
葉
広
葉
樹
が
中
心
。こ
れ
ら

の
木
々
は
土
に
充
分
の
水
を
蓄
え
、動
物

の
餌
と
な
る
実
を
つ
け
、林
床
に
日
光
も

通
し
ま
す
。
そ
の
木
々
の
間
を
ク
マ
な
ど

の
大
型
動
物
が
歩
く
と
、森
に
風
の
道
、光

の
道
が
で
き
て
、さ
ま
ざ
ま
な
木
々
や
下

草
が
生
え
る
。こ
う
し
て
森
全
体
の
生
態

系
が
守
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
」
と
森
山
氏
。

　
し
か
し
、戦
後
の
拡
大
造
林
に
よ
り
、木

材
と
し
て
有
用
な
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
の
植
林

が
進
み
、森
は
一
変
。
常
緑
針
葉
樹
は
森
の

中
に
日
光
を
通
さ
ず
、保
水
力
も
弱
く
、

動
物
の
餌
と
な
る
木
の
実
も
つ
け
な
い
。

し
か
も
、安
い
洋
材
の
輸
入
に
と
も
な
い
、

手
入
れ
も
さ
れ
ず
荒
廃
の
進
ん
だ
人
工

林
が
増
え
た
。森
は
復
活
す
る
こ
と
な
く
、

日
本
の
多
く
の
自
然
が
滅
び
つ
つ
あ
る
。

　
「
当
会
が
広
葉
樹
の
植
林
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
は
、こ
う
し
た
と
こ
ろ
に

理
由
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、兵
庫
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
協
議
会
さ
ん
の
よ
う

に
、こ
の
会
に
賛
同
し
て
く
れ
る
人
や
団

体
を
募
っ
て
、活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
豊
か
な
森
が
残
ら
な
け
れ
ば
、人
間

だ
っ
て
残
れ
な
い
の
で
す
か
ら
」
と
、森
山

氏
の
話
す
声
に
力
が
込
も
っ
た
。

�

TOPICS 兵青協「動物の棲める広葉樹の森　�
復元植樹会」に参加�

広
葉
樹
の
苗
木
を
植
樹�

４
０
０
本
分
の
寄
贈
も�

「筍、発見！」。植樹の最中に、
メンバーの家族が歓声をあ
げる場面も。

「何十年後、何百年後に豊か
な森が戻りますように…」。

クマが生き残れる自然の森を復元するため、
地元が大間伐してくれた人工林。

足場の不安定な斜面で、熱心に広葉樹の苗を植樹するメンバーたち。

「熊は豊かな森のシンボルで
す」と話す、日本熊森協会会
長の森山まり子氏。

　
４
月
１７
日（
日
）、兵
庫
県
穴
粟
市
波

賀
町
で
行
わ
れ
た
「
第
２０
回
！
日
本
熊

森
協
会
　
動
物
の
棲
め
る
広
葉
樹
の
森

　
復
元
植
樹
会
」
に
、兵
庫
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
青
年
部
協
議
会
が
参
加
。
１５
名
の

メ
ン
バ
ー
が
、約
１
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
と
も
に
広
葉
樹
の
苗
木
千
本
を
植

樹
し
た
。

　
当
協
議
会
と
日
本
熊
森
協
会
の
出
会

い
は
３
年
前
。
当
協
議
会
の
研
修
会
で
行

わ
れ
た
森
山
ま
り
子
氏
の
講
演
に
メ
ン
バ

ー
が
共
感
し
、そ
れ
以
来
、物
資
の
運
搬

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、日
本
熊
森
協

会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
る
。
今
回
は
ブ

ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
苗
木
４
０
０
本

分
の
費
用
を
寄
贈
し
、植
樹
活
動
に
も

参
加
。
シ
ャ
ベ
ル
を
手
に
土
を
掘
り
、土

に
混
ざ
っ
て
い
る
石
や
木
の
根
を
外
し
て

丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
っ
た
。一
つ
植
え
る

の
も
予
想
以
上
に
手
間
や
力
が
い
る
こ

と
に
驚
き
、「
よ
り
多
く
の
人
手
が
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」
と
話
す
人
も
。

こ
の
日
、家
族
と
と
も
に
参
加
し
た
前
原

会
長
も
「
森
山
先
生
の
話
を
聞
い
て
自

然
の
荒
廃
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。ト
ラ

ッ
ク
の
仕
事
に
使
命
感
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、自
然
保
護
も
大
切
。お
金
だ
け
で
な

く
、労
力
を
使
っ
た
活
動
が
必
要
で
す
ね
。

今
後
も
こ
の
輪
を
広
げ
て
、自
然
を
守

る
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語

る
。
植
樹
を
記
念
し
て
立
て
ら
れ
た
看

板
に
は
、兵
青
協
の
名
前
も
刻
ま
れ
た
。

�

クマをはじめ、大型野生動物の棲む豊かな森の生態系保全と復元に取り組んでいる「日本熊森協会」。
西宮市に本部があり、日本では珍しい実践型の自然保護団体として注目を集めている。
活動が始められたのは１９９２年。ある新聞記事がそのきっかけとなった。

森の緑と水と野生動物を守ろう！  兵庫県発の「日本熊森協会」
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を
大
幅
に
上
回
る
2.9
％
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
期
待

以
上
の
効
果
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
自
己
流
だ
っ
た
整
備
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
た
こ
と
も
大
き
な
利

点
だ
っ
た
と
い
う
。

一
方
、
現
場
担
当
の
運
輸
課
長
で
あ
る
灘
本

さ
ん
は
、
取
り
組
み
当
初
は
多
少
抵
抗
が
あ
っ
た

そ
う
だ
。

「
日
報
は
増
え
る
し
、
慣
れ
な
い
う
ち
は
ド
ラ

イ
ブ
マ
ス
タ
ー
が
鳴
っ
て
う
る
さ
い
で
す
し
。
で
も

燃
費
の
デ
ー
タ
が
出
て
、
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
競

い
合
う
よ
う
に
な
る
と
、
面
白
く
な
っ
て
き
た
ん

で
す
。
燃
費
の
い
い
運
転
も
プ
ロ
の
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
。
グ
リ
ー
ン
経
営
認

証
を
取
得
し
、
今
は
車
輌
に
そ
の
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
に
恥
じ
な
い
よ
う

な
運
転
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、
運
転

意
識
の
変
化
を
語
る
。

燃
費
削
減
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に

始
め
た
が
、
自
然
と
エ
コ
意
識
も
高
ま
っ
た
と
苗

村
さ
ん
。
今
後
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
め
ざ
す
。

1.2004年8月にグリーン経営を認証された。兵庫県内では10番目だった。
2.安全性優良事業所の認定ステッカー。

「余分な業務が増えて最初
は抵抗がありましたが、燃費
のデータから効果がはっき
りみえました」と運輸課長の
灘本さん。

排気ガスも、もちろん黒煙も工
場内では厳しくチェックされる。

1

2 1

13年度　14年度 15年度 16年度

3.190 3.216 3.417 3.516

燃費の推移 （km／L）

平　均　値

※グリーン経営を認証取得後は、年々燃費率は向上している。
これは、ドライバーの意識が年々高まっていることを示す。
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